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European Conference on Radar in Meteorology and Hydrology, 2023年 1月, 

Switzerland, Locarno  

 4 二重偏波レーダー及び雷 3 次元観測システムを用いて考察する夏季積乱雲内部におけ

る降水粒子と電荷構造の対応, 第 17回航空気象研究会, 2023年 2月, 日本  

浦川昇吾 1 気象研究所共用海洋モデルへの一般鉛直座標導入の試み, 日本海洋学会 2022 年度秋

季大会, 2022年 9月, 名古屋市＆オンライン  

永戸久喜 1 集中観測等による線状降水帯の機構解明に関する緊急研究, 令和４年度気象庁施設等

機関研究報告会, 2023年 2月, 東京都港区  

遠藤洋和 1 Different future changes between early and late summer monsoon precipitation 

in East Asia , AOGS2022, 2022年 8月, （オンライン）  

 2 東アジアの夏季降水量の将来変化における初夏と晩夏の違い, 東京大学大気海洋研究

所国際沿岸海洋研究センター共同利用研究集会「多重階層結合系における対流圏

大気現象の過去・現在・未来」, 2022年 8月, 岩手県大槌町  

 3 夏季東アジア降水量の将来変化：CMIP5/6 の違い, 日本気象学会 2022 年度秋季大会, 

2022年 10月, 北海道札幌市  

 4 東アジアの夏季降水量の将来変化における初夏と晩夏の違いについて, 長期予報研究

連絡会 研究会「長期予報と大気大循環」, 2023年 1月, 東京都（ハイブリッド）  

大河原望 1 Spectral radiation measurements using the ground based spectral radiometer 

system for albedo and flux in Ny Ålesund, 17 th BSRN Scientific Review 

and Workshop, 2022年 6月, イタリア, イスプラ  

 2 Efforts to reduce errors in infrared radiation observations at the Earth's 

surface, Metrology for Climate Action, 2022年 9月, （オンライン）, （オ

ンライン）  

大島長 1 アイスコアと気象研究所地球システムモデルによるエアロゾル沈着量の長期変化, グ

リーンランド南東ドームアイスコアに関する研究集会, 2022年 11月, 北海道函

館市  

 2 Impacts of Short-lived Climate Forcers on the Arctic Climate by MRI-ESM2.0 

and Multi-model Analyses, Seventh International Symposium on Arctic 

Research (ISAR-7), 2023年 3月, 東京都立川市  

太田琢磨 1 大雨災害から身を守るために - キキクルの活用 -, 令和４年度山梨県防災シンポジ

ウム, 2022年 11月, 山梨県甲府市  

 2 気象庁が提供する大雨・洪水警報の危険度分布(キキクル)について - 現状の課題と今

後の取組 -, 2022年度土砂災害予測に関する研究集会, 2022年 12月, 日本  

太田芳文 1 Spatial-scale Characteristics of a Three-dimensional Cloud-resolving Radiation 

Budget based on Monte Carlo Radiative Transfer Simulations, JpGU meeting 

2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

大竹秀明 1 太陽光発電システム上の積雪の動態 -2022 年 2 月 20 日の多雪事例 -, 電気学会 

電力・エネルギー部門（B部門）大会, 2022年 9月, 福井  

大野知紀 1 温暖化に伴う成層変化が乱流混合を通じて上層雲の変化に及ぼす影響, 気象学会 2022

年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  
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岡田純 1 秋田焼山における火山ガス調査 ‐専門家および関係機関の連携による安全確保, 日

本火山学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, （ハイブリッド）  

岡部いづみ 1 リトリーブ地表面温度を用いた静止気象衛星 CO2 バンドの晴天放射輝度温度データ同

化, 日本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 2 Effect of retrieval of land surface temperature derived from CSRs at window 

band on assimilation of CSRs at CO2 band, JpGU meeting 2022, 2022年 5月, 

千葉県千葉市&オンライン  

 3 A statistical investigation about impact of Aeolus DWL data assimilation on 

forecasting skills for typhoons, AOGS2022 VIRTUAL 19th Annual Meeting, 

2022年 8月, オンライン  

 4 Effect of retrieval of land surface temperature derived from CSRs at window 

band on assimilation of CSRs at CO2 band, EUMETSAT Meteorological 

Satellite Conference 2022, 2022年 9月, ベルギー, ブリュッセル  

 5 Aeolus 衛星の視線風速データ同化による台風進路予測への寄与, 日本気象学会 2022

年度秋季大会, 2022年 10月, 札幌市  

 6 Aeolus 衛星の視線風速データ同化による台風予測への寄与, 第 13 回データ同化ワー

クショップ, 2023年 2月, 兵庫県神戸市  

岡本幸三 1 静止衛星の全天候赤外輝度温度同化, 日本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, 

オンライン  

 2 Recent progress of all-sky infrared radiance assimilation of geostationary 

satellites in the global data assimilation system, JpGU meeting 2022, 2022

年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 All-sky Infrared Radiance Assimilation in the Global Data Assimilation System 

at JMA, 19th Annual Meeting of Asia Oceania Geosciences Society, 2022年

8月, オンライン  

 4 衛星搭載雲レーダを用いた気象庁全球気象・気候モデルの検証, 日本気象学会 2022年

秋季大会, 2022年 10月, 札幌市  

 5 All-sky infrared radiance assimilation of Himawari-8 in the global data 

assimilation system at JMA, 12th Asia Oceania Meteorological Satellite 

Users’ Conference, Onlin, 2022年 11月, オンライン  

 6 All-sky assimilation of infrared radiances at water vapor bands of Himawari-

8 in the global data assimilation system at JMA, 21st international ATOVS 

study conference, 2023年 3月, Norway, Tromsø  

 7 Status report of space agency: JMA and JAXA, 21st international ATOVS study 

conference, 2023年 3月, Norway, Tromsø  

小木曽仁 1 地震動エネルギーの逆伝播を用いた最大震度分布の事後推定, JpGU meeting 2022, 

2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 J-SHIS 地盤データを用いた計測震度に対するサイト特性係数の検討, JpGU meeting 

2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 Estimation of source radiation amplitude from seismic coda waves considering 

the heterogeneous seismic structure, JpGU meeting 2022, 2022年 5月, 千葉

県千葉市&オンライン  

 4 不均質な地下構造の影響を考慮した地震波エンベロープを利用した震源放射エネルギ

ーの推定, 日本地震学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  
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 5 地震波伝播の即時把握へ向けた Wave gradiometry の活用可能性の検討, 日本地震工

学会・大会-2022, 2022年 12月, 札幌市  

 6 海洋波のグラディオメトリ解析: 稠密海底圧力観測網データを用いた津波波動場の可

視化と伝播特徴の抽出, 東京大学地震研究所共同利用研究集会「陸海両域での超

高密度観測時代の観測・解析手法と地震波伝播理論の新展開」, 2022年 12月, 東

京都文京区  

 7 Wave gradiometryを用いた波動伝播の即時把握に向けた検討, 東京大学地震研究所共

同利用研究集会「地震動をはじめとする地球科学データの即時解析・即時予測・

情報利活用」, 2023年 1月, 東京都文京区  

奥山哲 1 干渉 SAR 時系列解析により検出された恵山における局所的地殻変動, JpGU meeting 

2022, 2022年 6月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 気象研究所による GNSS対流圏遅延補正プログラムの開発（第 2報）, 日本測地学会第

138回講演会, 2022年 10月, 鹿児島(ハイブリッド)  

 3 InSAR Tropospheric Delay Correction using JMA Numerical Weather Model , The 

Joint PI Meeting of JAXA Earth Observation Missions FY2022, 2022年 11月, 

（ハイブリッド）  

尾瀬智昭 1 夏季東アジアの海面気圧将来変化と近年の気候変動, 日本気象学会 2022年秋季大会, 

2022年 10月, 札幌  

鬼澤真也 1 既存知見に基づく伊豆大島噴火シナリオ改善に向けた検討, 次世代火山研究・人材育

成総合プロジェクト 火山 PJ 課題間連携研究 伊豆大島ワークショップ, 2022

年 10月, 東京都文京区  

小野耕介 1 降水予報へのアンサンブル次元の利用, 日本気象学会 2022 年度春季大会, 2022 年 5

月, オンライン  

 2 降水予報へのアンサンブル次元の利用, 第 6回大アンサンブルとアプリケーションに

関する研究会 防災・減災に資する新時代の大アンサンブル気象・大気環境予測 テ

ーマ 1, 2022年 6月, オンライン  

 3 メソアンサンブル, 科研費・基盤 B「太陽光発電システム上の積雪動態の解明と予測へ

の展開」北海道進捗報告会, 2022年 8月, 札幌  

 4 時間軸を考慮したクラスタリングによる複数気象シナリオの作成, 日本気象学会 2022

年秋季大会, 2022年 10月, 札幌  

 5 メソ対流系における予測誤差の非線形性と階層構造, 非静力学モデルに関するワーク

ショップ, 2022年 12月, つくば市  

 6 アンサンブル予報の有効活用に向けて, 札幌管区気象研究会, 2022年 12月, 札幌  

 7 メソアンサンブル予報の利用に向けて、2022年 2 月 20 日の降雪事例より, 科研費・

基盤 B「太陽光発電システム上の積雪動態の解明と予測への展開」研究集会, 2023

年 1月, 郡山  

 8 メソ対流系における予測誤差の非線形性と階層構造, 第 13 回データ同化ワークショ

ップ, 2023年 2月, 神戸  

 9 線状降水帯事例における MEPS 複数シナリオ, 福岡管区気象台特別談話会, 2023 年 2

月, 福岡  

小野恒 1 生物地球化学的変動から見る北太平洋亜熱帯モード水の分布過程, JpGU meeting 

2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 亜熱帯モード水形成域と分布域との物理・生物地球化学的つながり, 日本海洋学会

2022年度秋季大会, 2022年 9月, 名古屋市＆オンライン  
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小畑淳 1 トンガ沖噴火、寒冷化凶作不安、市場過熱と気候情報, 日本気象学会 2022年度春季大

会, 2022年 5月, オンライン  

折笠成宏 1 高濃度氷晶雲プロジェクトでの エアロゾル・雲の航空機観測（その１）, 日本気象学

会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 札幌市  

 2 エアロゾル・雲・降水に関する最新の研究と課題, 令和４年度東北地方調査研究会, 

2022年 12月, 宮城県仙台市  

 3 気象研低温実験施設を活用した雲粒・氷晶発生機構に関する研究, 令和４年度気象庁

施設等機関研究報告会, 2023年 2月, 東京都港区  

 4 高濃度氷晶雲プロジェクトでのエアロゾル・雲の航空機観測：初期結果, 2022年度エ

アロゾル・雲・降水の相互作用に関する研究集会, 2023年 3月, オンライン  

勝間田明男 1 速度構造の震源決定位置への影響について(4), JpGU meeting 2022, 2022年 6月, 千

葉県千葉市&オンライン  

 2 能登半島で発生している群発地震について, 日本地震学会 2022 年度秋季大会, 2022

年 10月, 北海道札幌市  

加藤輝之 1 線状降水帯のレビューと今後の課題 , 日本気象学会 2022 年度春季大会, 2022 年 5

月, 東京  

 2 アメダス３時間積算降水量でみた集中豪雨事例発生頻度の過去 45 年間の経年変化, 

日本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 3 集中観測実施計画と観測データ・数値予報資料の共有（線状降水帯データベース）, 線

状降水帯の機構解明に関する研究会（第 4回）, 2022年 6月, オンライン  

 4 集中観測の実施状況の概要について, 線状降水帯の機構解明に関する研究会（第 5回

）, 2022年 9月, オンライン  

 5 2022年梅雨期線状降水帯集中観測の概要, 日本気象学会 2022年秋季大会, 2022年 10

月, 札幌市  

 6 集中豪雨をもたらす線状降水帯～基礎研究が生み出した防災用語～, 第 21 回都市水

害に関するシンポジウム, 2022年 11月, オンライン  

川合秀明 1 How can the double-ITCZ problem be alleviated in climate models?, JpGU meeting 

2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 Simple parameterization of breakup processes of low clouds for GCMs, CFMIP 

Meeting on Clouds, Precipitation, Circulation, and Climate Sensitivity, 

2022年 7月, アメリカ, シアトル  

 3 Importance of “Minor Treatments” in Global Climate Models, The 3rd Pan-GASS 

meeting, 2022年 7月, アメリカ, モントレー  

 4 地球の温度上昇予測に大きなばらつきがあるのはなぜか？ ―答えは，雲―, 日本気象

学会第 56回夏季大学, 2022年 8月, オンライン  

 5 Simple parameterization of breakup processes of low clouds for GCMs, 16th 

Conference on Cloud Physics, 2022年 8月, アメリカ&オンライン, マディソン

&オンライン  

 6 全球気候モデルにおけるマイナーに見える取り扱いの重要性, 日本気象学会 2022 年

度秋季大会, 2022年 10月, 札幌市  

 7 Importance of Minor-Looking Treatments in Global Climate Models, 6th WGNE 

workshop on systematic errors in weather and climate models, 2022年 11月, 

イギリス, レディング  
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 8 モデルのマイナーに見える取り扱いは雲表現にとってどんなに重要か？, エアロゾ

ル・雲・降水に関する研究集会, 2023年 3月, オンライン  

 9 Importance of Minor-Looking Treatments in GCMs --- Can satellite observation 

reduce uncertainty in such treatments?, 第 2回 EarthCAREモデリングワーク

ショップ, 2023年 3月, 修善寺  

川上雄真 1 黒潮域における台風通過時の水温変化, 東京大学大気海洋研究所国際沿岸海洋研究セ

ンター研究集会（大槌シンポジウム）「日本周辺の海流の力学過程およびその影

響の理解」, 2022年 8月, 大槌町  

 2 寒候期の大気強制による黒潮流量と亜熱帯モード水形成のコントロール, 2022年度日

本海洋学会秋季研究発表大会, 2022年 9月, 名古屋  

 3 黒潮域における台風通過時の水温変化, 大気海洋相互作用に関する研究集会, 2022年

11月, 京都市  

川口亮平 1 火山の地形を考慮した地殻変動計算システムの開発 -海底地形の効果の検討-, JpGU 

meeting 2022, 2022年 6月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 マグマ移動シナリオに基づく地殻変動シミュレーション, 次世代火山研究・人材育成

総合プロジェクト 火山 PJ 課題間連携研究 伊豆大島ワークショップ, 2022 年

10月, 東京都文京区  

 3 水準測量データと GNSS 連続観測データに基づく三宅島の地殻変動源の推定, 日本火

山学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, オンライン  

川瀬宏明 1 非静力学地域気候モデルを用いたJRA-55からの5km長期ダウンスケーリング実験, 日

本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 2 極端豪雨はなぜ毎年のように発生するのか～大雨の要因、温暖化の影響～, 交流館協

力科学講座『 川崎で「自然災害」を学ぶ 火山・地震・豪雨 』, 2022年 6月, 川

崎市  

 3 地球温暖化が近年の極端気象に及ぼす影響, 大槌シンポジウム２０２２大気パート

「多重階層結合系における対流圏大気現象の過去・現在・未来」, 2022 年 8 月, 

大槌町  

 4 Contributions of CPM to evaluate the impact of historical warming on recent 

extreme events in Japan, VI Convection-Permitting Climate Modeling 

Workshop, 2022年 9月, オンライン・ブエノスアイレス  

 5 JPCZ周辺で発生する大雪の気温・SST感度実験, 中緯度大気海洋相互作用の観測・解

析に関する研究集会, 2022年 9月, 津  

 6 区内気象観測と数値シミュレーションによる日本の積雪が稀な地域の大雪の調査, 雪

氷研究大会（2022・札幌）, 2022年 10月, 札幌市  

 7 日本海寒帯気団収束帯と北海道西岸小低気圧に影響を受けた新潟市周辺の大雪の再現

実験と SST感度実験, 日本気象学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 札幌市  

 8 d4PDF 5km全国アンサンブルダウンスケーリングの実施と初期解析, 最新の成果を踏

まえた気候変動予測・影響予測研究に関する研究集会, 2022年 11月, 京都  

 9 近年の異常気象と地球温暖化～近年の猛暑や豪雨は地球温暖化が原因なのか、今後ど

うなるのか～, 船橋市・オンライン市民公開講座, 2022年 11月, オンライン  

 10 地球温暖化で冬はどう変わるのか ～温暖化による降雪・積雪の将来変化～, 気候ネッ

トワーク研究会, 2023年 2月, オンライン  

 11 雪のミライ～温暖化で変わる日本の雪、三重の雪～, シンポジウム「大雪は忘れた頃

にやってくる～ひとすじ縄ではいかない三重の雪予報～」, 2023年 2月, 津  
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 12 d4PDF5km 全国アンサンブル実験による極端降水の将来変化, 第 18 回ヤマセ研究会プ

ログラム, 2023年 3月, 仙台市  

川畑拓矢 1 On Non-Gaussianity in Cumulonimbus Prediction using a Storm-Scale Particle 

Filter, Mathematics of the weather, 2022年 10月, Germany, Bad Orb  

 2 線状降水帯を知る -そのメカニズムと予測について- , 第２回 スーパーコンピュー

タ「富岳」成果創出加速プログラム シンポジウム「富岳百景」, 2022 年 12 月, 

オンライン  

川端康弘 1 日本の主要空港における視程の変化, 日本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, 

オンライン  
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asuca による再現実験-, 日本気象学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 札幌

市  

辻野博之 1 海洋気候モデリングにおける黒潮：回顧と展望, 日本海洋学会 2022年度秋季大会シン

ポジウム３ 「黒潮大蛇行研究 ーこれまでの歩みと今後の展望ー」, 2022 年 9

月, 名古屋市＆オンライン  

対馬弘晃 1 稠密海底水圧観測が津波の波源・伝播の再現に与える効果：2016年 11月 22日福島県

沖の地震の事例解析, JpGU meeting 2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライ

ン  

 2 海底水圧記録を用いた 2022 年トンガ火山噴火に関連した初期水位体積の概算, JpGU 

meeting 2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 稠密沖合津波波形の逆解析による津波波源生成の時空間発展の拘束, 日本地震学会

2022年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  

 4 Capability of Inversion of Dense Offshore Tsunami Measurements to Constrain 

Spatio-Temporal Evolution of Tsunami Source Generation, AGU Fall Meeting 

2022, 2022年 12月, 米国, シカゴ＆オンライン  

 5 2016年 11月 22日福島県沖の地震の津波数値解析：沿岸部における非線形性の影響評

価, 第 12回巨大津波災害に関する合同研究集会, 2022年 12月, 大阪府大阪市  

寺崎康児 1 大アンサンブルを用いた線状降水帯の予測精度に関する研究, 第 4回の「線状降水帯

の機構解明・予測技術の向上」の発表会, 2023年 2月, （オンライン）  

 2 大アンサンブルを用いた線状降水帯の予測精度に関する研究, 線状降水帯の機構解明

に関する研究会, 2023年 2月, （オンライン）  

 3 1000メンバーNHM-LETKFを用いた線状降水帯の予測実験, 「富岳」成果創出加速プロ

グラム発表会, 2023年 3月, （オンライン）  

栃本英伍 1 令和 2 年 7 月 4 日に九州南部で豪雨を生じた梅雨前線低気圧への上層トラフの影響, 

第４回線状降水帯機構解明に関する研究会, 2022年 6月, オンライン  

 2 今出水期に発生した線状降水帯事例と発生環境場の概要, 「線状降水帯の機構解明・

予測技術の向上」発表会, 2022年 9月,  オンライン  

 3 線状降水帯発生環境場における Entrainment を考慮した CAPE の特徴, 日本気象学会

2022年秋季大会, 2022年 10月, 札幌  
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 4 2022年 8月 3日に山形・新潟で発生した集中豪雨に関わる循環場および環境場につい

て, 第６回線状降水帯機構解明に関する研究会, 2022年 11月, オンライン  

豊田隆寛 1 道東の海氷変動と大規模大気・海洋場との関係について, 知床とオホーツク海の海氷

-海洋-物質循環-⽣態系の連関と変動, 2022年 6月, 札幌市  

 2 気象研海洋モデル開発における海氷熱力学過程の改良について, 日本周辺の海流の力

学過程およびその影響の理解（大槌シンポジウム海洋パート）, 2022年 8月, 大

槌町  

 3 大気海洋結合予測実験における熱帯不安定波について, 日本海洋学会 2022 年度秋季

大会, 2022年 9月, 名古屋市  

 4 Improvements of sea ice thermodynamics and salt content parameterizations in 

an OGCM, The 37th International Symposium on the Okhotsk Sea & Polar 

Oceans 2023, 2023年 2月, 紋別市  

直江寛明 1 気象庁長期再解析(JRA-3Q)非衛星時代の品質評価 (その 2), 日本気象学会 2022年度

春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 2 Evaluation of the latest Japanese Reanalysis for three quarters of a century 

(JRA-3Q) during a pre-satellite era (part 2), JpGU meeting 2022, 2022年

5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 気象庁長期再解析(JRA-3Q)の表現と一貫性について, 日本気象学会 2022 年度秋季大

会, 2022年 10月, 札幌市  

 4 Decadal variations of the quasi-biennial oscillation (QBO) in the equatorial 

stratosphere, SPARC 2022 7th General Assembly (GA), 2022年 10月, オンラ

イン（ボルダー、レディング、青島）  

 5 対流圏ジェットの季節予測可能性に対する対流圏成層圏結合と中緯度海洋前線帯の役

割（その１）, 新学術領域研究「中緯度大気海洋」（気候系の Hotspot2）第 4回

領域全体会議, 2022年 12月, 宇治  

 6 Representation and Consistency of the Latest Japanese Reanalysis for Three 

Quarters of a Century (JRA-3Q), AGU Fall Meeting 2022, 2022年 12月, 米

国, シカゴ＆オンライン  

 7 気象庁現業季節予測システムを用いた中緯度海洋前線帯の冬季北大西洋の季節内予測

への影響の評価, 中緯度大気海洋相互作用 hotspot2 研究集会, 2023年 3月, 福

岡  

 8 Teleconnections of the quasi-biennial oscillation in multi-model QBOi-ENSO 

simulations, QBO workshop, 2023年 3月, イギリス, オックスフォード  

中川雅之 1 気象庁全球モデルにおけるグレーゾーンに対応した積雲対流スキームの開発（１）, 日

本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 2 気象庁全球モデルにおけるグレーゾーンに対応した積雲対流スキームの開発（２）, 日

本気象学会秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  

永田広平 1 統合的な地殻活動指標の構築に向けて―“ふつう”の地震活動の特徴に基づく異常度

評価―, JpGU meeting 2022, 2022年 6月, 千葉県千葉市&オンライン  

中野英之 1 日本近海の近未来大アンサンブルデータの作成について, 日本海洋学会 2022 年度秋

季大会, 2022年 9月, 名古屋市  

西橋政秀 1 線状降水帯の予測精度向上を目指した水蒸気 DIALの開発, 第 25回大気ライダー研究

会, 2023年 3月, 東京都中央区  
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西宮隆仁 1 3次元構造を反映した地震波のGreen関数を用いた震源過程解析の試み, JpGU meeting 

2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 駿河湾における OBS 観測の概要と観測記録への微動検出手法適用の試み, 2022 年度 

第 1 回「南海トラフ～南西諸島海溝の地震・津波に関する研究会」, 2022 年 10

月, 東京都千代田区  

 3 3次元構造を反映した地震波のGreen関数を用いた2004年紀伊半島沖の 地震( MJ7.1)

の震源過程解析, 日本地震学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  

庭野匡思 1 積雪変質モデル SMAPと雪氷圏向け領域気候モデル NHM-SMAPの現状と将来展望, 積雪

ワークショップ 2022, 2022年 6月, オンライン  

 2 2022 summer meteorological/glaciological field measurements in northwest 

Greenland, GEUS cool science, 2022年 6月, デンマーク, コペンハーゲン  

 3 積雪変質モデルの解説, 大竹科研費・北海道進捗報告会, 2022年 8月, 札幌  

 4 極域気候モデル NHM-SMAP による南極氷床表面質量収支の推定, 南極新学術 2022年度

全体会合, 2022年 8月, 熱海  

 5 気象庁 LFM-SMAP モデルシステムを用いた日本全域における積雪水当量時空間変動推

定, 雪氷研究大会, 2022年 10月, 札幌  

 6 積雪変質モデル開発と高度化に資する札幌での観測的研究, 札幌管区気象台談話会, 

2022年 11月, 札幌  

 7 Bare ice darkening impacts on northwestern Greenland ice sheet runoff, AGU 

Fall Meeting 2022, 2022年 12月, アメリカ, シカゴ  

 8 ソーラーパネル上積雪の数値シミュレーション, 科研費・基盤 B「太陽光発電システム

上の積雪動態の解明と予測への展開」研究集会, 2023年 1月, 郡山  

野坂真也 1 気候シミュレーションデータセットからの局地風検出手法の検討, 日本気象学会 2022

年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

野田朱美 1 Energy-based scenarios for interplate great earthquakes taking aseismic slips 

outside seismogenic zone into account, JpGU meeting 2022, 2022年 5月, 千

葉県千葉市&オンライン  

 2 測地データと地震データを用いた３次元モーメント密度分布のインバージョン解析, 

震源インバージョンワークショップ 〜地震発生物理の包括的理解に向けた手法

開発とその実践〜, 2022年 7月, 東京都文京区  

 3 Energy-based scenarios for Nankai trough earthquakes: The impacts of aseismic 

slip events on strain energy accumulation, International Joint Workshop 

on Slow-to-Fast Earthquakes 2022, 2022年 9月, 奈良  

 4 プレート境界の力学的カップリングの推定：相模トラフ沿いプレート境界 で発生する

大地震の多様性, 日本地震学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  

 5 An Inversion Method to Estimate Mechanically Coupled Areas on the Plate 

Interface, AGU Fall Meeting 2022, 2022年 12月, 米国, シカゴ＆オンライン  

橋本明弘 1 2018 年 4 月グリーンランド北西部シオラパルクで観測された強風に関する数値実験, 

日本気象学会 2022年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 2 北西グリーンランド・シオラパルク周辺に生じる強風に関する数値実験, JpGU meeting 

2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 降雪ー積雪系の統合的理解に向けた降雪種モデリングの現状と展望, 積雪ワークショ

ップ 2022, 2022年 6月, オンライン  
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 4 傾斜した融解層に関する数値実験, 第 8回メソ気象セミナー, 2022年 9月, 三重県津

市  

 5 グリーンランド北西部で観測された強風に関する数値実験, 日本流体力学会年会

2022, 2022年 9月, 京都市  

 6 ヒマラヤ山岳域の局地気象日変化の再現実験, 雪氷研究大会（2022・札幌）, 2022年

10月, 札幌市  

 7 気象予測モデルを併用した新しい二酸化硫黄放出率推定手法の開発: その 4, 日本火

山学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 静岡県三島市  

 8 冬季日本海における降雪形成機構に関する数値実験, 日本気象学会 2022 年度秋季大

会, 2022年 10月, 札幌市  

 9 素過程追跡モデルによる降雪粒子再現実験, SE-Dome アイスコア研究会, 2022 年 11

月, 函館市  

 10 北西グリーンランドでの降雪数値実験, 氷河氷床変動に関する現地観測－リモートセ

ンシング－数理モデリング研究の新展開, 2023年 1月, 札幌  

 11 グリーンランドにおける局地風系と降雪過程に関する数値実験, 南極領域スケール雪

氷研究集会, 2023年 2月, 立川  

 12 Rainscope ゾンデ観測と数値モデルによる降水形成機構解明, 第 18 回ヤマセ研究会, 

2023年 3月, 宮城県仙台市  

林修吾 1 NHMと asucaによるモデル間相互比較実験（冬季）, 日本気象学会 2022年度春季大会, 

2022年 5月, オンライン  

 2 NHMと asucaによるモデル間相互比較実験（その 3）, 日本気象学会 2022年度秋季大

会, 2022年 10月, 札幌市  

 3 数 kmから数百 m解像度の数値モデルの降水・降雪再現性, 令和 4年度 日本気象学会

関西支部第 2回例会, 2022年 12月, 大阪  

 4 研究者から見た気象研究所における研究活動について, 令和 4 年度 大阪管区気象台

近畿地区気象研究会, 2022年 12月, 大阪  

林昌宏 1 衛星搭載ライダー・レーダー観測を用いたひまわり巻雲物理量推定値の検証, 日本気

象学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 札幌市  

林豊 1 1780年ウルップ島地震による日本での津波のデータの信頼性, 日本地球惑星科学連合

2022年大会, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 2 Progress in Preparing a Draft 10-Year Research, Development, and 

Implementation Plan for Ocean Decade Tsunami Programme (2021-2030), 日本

地震学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  

原田やよい 1 様々な観測データセットを用いた JRA-3Qの品質評価, 日本気象学会 2022年度春季大

会, 2022年 5月, オンライン  

 2 Evaluation of the JRA-3Q reanalysis using various observational datasets, JpGU 

meeting 2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 2021 年 1 月に発生した北半球大規模突然昇温における惑星規模波束伝播の特徴（第 2

報）, JpGU meeting 2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 4 JRA-3Qの赤道波・熱帯低気圧の表現性能評価（第 2報）, 日本気象学会 2022年秋季大

会, 2022年 10月, 札幌市  

 5 Characteristics of planetary-wave packet propagation during a major sudden 

stratospheric warming event in January 2021, SPARC 2022 7th General 

Assembly (GA), 2022年 10月, オンライン（ボルダー、レディング、青島）  
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 6 2021年 1月に発生した北半球大規模突然昇温における 

惑星規模波束伝播の特徴, 第 18回「異常気象と長期変動」（異常気象研究会）, 

2022年 12月, 京都府宇治市  

 7 2021年 1月に発生した北半球大規模突然昇温における 惑星規模波束伝播の 特徴およ

び成層圏における角運動量収支について, 第 9回波と平均流の相互作用に関する

研究会, 2023年 2月, 宮城県仙台市  

平原翔二 1 大気海洋結合予測システム JMA/MRI-CPS3による 季節内～季節規模変動予測, 日本海

洋学会 2022年度秋季大会, 2022年 9月, 名古屋市＆オンライン  

廣川康隆 1 災害をもたらす集中豪雨と線状降水帯の発生メカニズム, 大正大学地域構想研究所防

災セミナー, 2022年 5月, オンライン開催  

 2 1989年〜2021年に生じた線状降水帯の出現頻度の特徴, 日本気象学会 2022年秋季大

会, 2022年 10月, 札幌市  

 3 1989年〜2021年に生じた 線状降水帯の特徴, 線状降水帯のメカニズム・環境場形成・ 

階層構造に関する研究会, 2022年 12月, 仙台市  

広瀬成章 1 海面高度偏差と現場観測データを組合せた平均海面力学高度の推定, 日本海洋学会

2022年度秋季大会, 2022年 9月, 名古屋市＆オンライン  

 2 A new method for estimating steric mean sea surface dynamic height in MOVE 

system combining in-situ profiles and sea level anomalies, OSTST2022, 2022

年 11月, イタリア, ベネチア  

 3 越前海岸で発生した 2022 年 8 月の急潮について, 日本周辺海域の海況モニタリング

と波浪計測に関する研究集会, 2022年 12月, 福岡県春日市  

弘瀬冬樹 1 長期的スロースリップイベント時に上昇する豊後水道の深部微動の潮汐相関, 日本地

震学会 2022年度秋季大会, 2022年 10月, 北海道札幌市  

福井真 1 長期（2001–2020）日本領域再解析の再現性の検証, 日本気象学会 2022年度春季大会, 

2022年 5月, オンライン  

 2 東北南部及び北信越の山岳域における積雪の将来変化, 日本気象学会 2022 年度春季

大会, 2022年 5月, オンライン  

 3 領域再解析(RRJ-Conv.)における降水の年々変動の検証, 日本気象学会 2022年度秋季

大会, 2022年 10月, 札幌市  

藤井陽介 1 OceanPredict and its contribution to UN Decade for Ocean Science, 4D Virtual 

Ocean for Sustainable Development and Smart Application, 2022年 5月, オ

ンライン  

 2 Generation of oceanic perturbations using information on the gradient of the 

cost function in the JMA’s new operational coupled prediction system, 

JpGU meeting 2022, 2022年 5月, 千葉県千葉市&オンライン  

 3 国連海洋科学１０年プロジェクト SynObs とアルゴフロートの塩分ドリフトを対象と

した観測システム実験, JpGU meeting 2022, 2022年 6月, 千葉県千葉市&オンラ

イン  

 4 Co-design Exeperiences in the OceanPredict community, Ocean Decade Co-Design 

Workshop, 2022年 6月, オンライン, オンライン  

 5 国際海洋科学の 10 年プロジェクト SynObs について, 日本海洋学会 2022 年度秋季大

会, 2022年 9月, 名古屋市＆オンライン  

 6 Evaluation of Argo in the UN Ocean Decade Project SynObs, 7th Argo Science 

Workshop, 2022年 10月, ベルギー, ブリュッセル  
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 7 Synergistic Observimg Netowork for Ocean Prediction (SynObs) Introduction, 

SynObsキックオフワークショップ, 2022年 11月, つくば市  

 8 Evaluation of Argo array impacts in the global and regional ocean data 

assimilation systems in JMA/MRI and the international collaboration 

through SynObs, SynObsキックオフワークショップ, 2022年 11月, つくば市  

 9 Ocean prediction systems in the western North Pacific and the adjacent marginal 

seas, Ocean Prediction Decade Collaboration Center Kick-off Meeting, 2023

年 1月, オンライン  

 10 気象庁・気象研海洋データ同化システムにおけるアルゴフロート観測データのインパ

クト調査, 2022年度 ROIS-DS成果発表会, 2023年 2月, オンライン  

 11 アルゴフロート品質管理の海洋データ同化システムに対するインパクトの検証 , 第

13回データ同化ワークショップ, 2023年 2月, 兵庫県神戸市  

 12 海洋予測研究と海洋観測ネットワークへの貢献, 「国連海洋科学の 10年」シンポジウ

ムー日本の大気・海洋科学のコミュニティがどう貢献できるか？ー, 2023年 2月, 

千葉県柏市  

藤田匡 1 スケールを考慮した変分法による高頻度高密度データ同化手法の検討, 日本気象学会

2022年度春季大会, 2022年 5月, オンライン  

 2 多重スケールを扱う変分法データ同化の検討, 日本気象学会2022年度秋季大会, 2022

年 10月, 札幌市  
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